
 

 

 

 
   

 

兜塚門に電子錠がつきました 
 基本的に児童は使用しない兜塚門ですが、安全面を考慮して電子錠を設置しました。正門や東芝門と同じよう

に、兜塚門から入校する際にもインターホンを押して職員室までご連絡ください。職員室から解錠します。ご協力お

願いいたします。 

新型コロナウイルス感染予防のための取組を引き続き行っていきます 

○感染拡大を抑止するために、特に次の点にご留意ください。 

★朝の検温、健康観察を注意深く行い、発熱等の風邪症状がある場合は登校を控えてください。また、同居

する家族に発熱等の風邪症状がある場合も登校を控えてください。  

★微熱があった場合は、すぐに熱が下がったとしても登校せず、医療機関を受診するか、検査を受けるかし、

結果を確認してから登校の判断をするようにしてください。※ウイルス量が少ない段階では、陰性となる場合

があります。健康観察を十分にしていただき、無理をすることのないようにしてください。 

   

                   

 

 

    

 

 

努力のポケット  
校長 内田 宏平 

折に触れて子どもたちに伝えている「努力のポケット」の話です。 
 今年も、夏休みに入るタイミングで子どもたちに話しました。子どもたちからは、「私はダンスの努力
をためます！」「陸上選手になりたいから走る努力をためる！」といろいろな声が聞かれました。 

ICT機器の発達した現代社会では、すぐに答えや結果を知ることができるので、ともすると“努力”
が軽んじられる風潮があるようにも感じます。 
しかし、どれだけ時代が進もうと、努力を蓄積させることの価値は変わらないと考えます。 
ただ、時代に合わせてとらえるのならば、努力の仕方や自分に合った努力を行うという方法について

は、より柔軟に考えることができるようになったと思います。 
なので、子どもたちがいろいろな種類の努力のポケットを試してみたり、ときには、柔軟にポケット

を増やしてみたりすることを大人として応援していきたいです。 
 

さて、私はこの夏、「マラソン」と「読書」の二つ分、努力のポケットを作りました。なかなかよい
具合にポケットが膨らんでいます。特に、「マラソン」に関しては、脚を鍛えるためにサンダルランニン
グにもチャレンジ。 
近所の緑道コースを走りこみました。足裏の皮がむけたり、ふくらはぎがパンパンになったりする試練
も、何だか自分が進化しているような気分になってちょっとうれしかったりします！（家族からは冷ややか

な眼差し…） 
  
学校生活では、運動会に向けた活動が始まっていきます。チャレンジを続ける子ど

もたちの「努力のポケット」が膨らんでいく様子を、ご家庭でも見守り、支えていた
だけたらありがたいです。 
 感染症対策を継続する中で厳しい暑さも続きます。皆様くれぐれもご自愛ください。 
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～ 学び合い みとめ合い 一人ひとりが輝く上末っ子 ～ 

 
https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/kamisueyoshi/ 

学校ホームページ用QRコードです。 

「学校の様子」から各学年の様子を 

ご覧いただけます。 

 

心の中には『努力のポケット』を作ることができます。そのポケットに努力をためていきます。ポ

ケットから努力があふれるぐらいまでためていくと、それは自分の本当の力（実力）になっていきま

す。 

 


